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ベンチャー創造協議会の会員の皆様から頂いた情報を共有致します！ 

╋╋・‥…   ベンチャー企業と既存企業の連携促進   …‥・╋╋ 

□■□∞∞──   「IBM BlueHub」開催レポート   ──∞∞□■□ 

IBM がスタートアップ企業を支援するプログラム「IBM BlueHub」のイベントが開催されました。 

概要： 

昨年 9 月に発表されたスタートアップ企業支援プログラム「IBM BlueHub]の支援対象となったス

タートアップ 5 社による、VC（投資家）へのピッチイベントが 4 月 16 日東京・渋谷で開催されま

した。 

DemoDay と称されるこのイベントでは、支援協力先の Samurai Incubate と IBM の専門家による 4

ヶ月の集中メンタリングによる成果を各社が発表しました。 

当日は投資家、業務提携に興味のある企業、メディアなど 60 名以上が集まり、イベント後の懇親

会でも、企業とスタートアップの積極的な会話が印象的でした。 

今後の 5 社の動向に注目するとともに、さらなるスタートアップ登場に期待したいと思います。 

プログラム詳細や熱気溢れる当日の様子は下記 URL を参照ください。 

日時：4 月 16 日 

会場：東京・渋谷 

主催：IBM 

リンク先： 

IBM BlueHub Program について：http://www.ibm.com/jp/press/2014/09/1201.html 

IBM BlueHub WEB：http://www.ibm.com/ibm/jp/bluehub/ 

http://www.ibm.com/ibm/jp/bluehub/incubation.html 

IBM BlueHub FB：https://www.facebook.com/IBMBlueHub 

Demoday の様子： http://goo.gl/zgDNTh 

問い合わせ先：BLUEHUB@jp.ibm.com 

[email protected] �…………… 

□■□∞∞── 大手企業の新規事業推進部門とスタートアップ企業の共同事業開発に特化した

「一般社団法人コトの共創ラボ」４社でスタート ──∞∞□■□ 
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株式会社博報堂（本社：東京都港区、代表取締役社長：戸田 裕一）、西日本電信電話株式会社

（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：村尾 和俊）、スカパーＪＳＡＴ株式会社（本社：東京

都港区、代表取締役 執行役員社長：高田 真治）、ニフティ株式会社（本社：東京都新宿区、代

表取締役社長：三竹 兼司）は、大手企業の新規事業推進部門とスタートアップ企業の共同事業開

発を行うことを目的とする一般社団法人コトの共創ラボ（以下「コトの共創ラボ」）に参画し、4

月 17 日より会員企業４社で活動をスタートいたします。「コトの共創ラボ」は、2015 年 3 月に

設立され、事業創造アクセラレータ 01Booster を運営する株式会社ゼロワンブースター（本社：

東京都港区、代表取締役：鈴木規文）は、この「コトの共創ラボ」を事務局としてサポートしま

す。 

新規事業の開発において、大企業ではこれまで、企業にイノベーションをもたらす斬新なアイデ

アの開発が課題とされてきました。他方でスタートアップ企業は、事業環境の制約から新しい事

業に企業の資金や人材のリソースを割けないため、スケールの大きなビジネスの創出が困難とさ

れています。しかし、大手企業が持つ【ネットワーク・資金・人材】などのリソースと、スター

トアップ企業が持つ【アイデア・スピード・行動力】を組み合わせることで、ビジネスの規模と

成長のスピードを両立させた事業創造が可能になります。 

 我々は、「コトの共創ラボ」を設立することにより、大企業とスタートアップ企業とのオープ

ンイノベーション活動をより一層加速させ、両社の課題を解消し、長所を最大化する「共創型事

業開発」実現をめざします。 

リリース 

http://www.atpress.ne.jp/view/60420 

各社リリースリンク 

https://www.ntt-west.co.jp/news/1504/150417a.html 

http://www.nifty.co.jp/cs/newsrelease/detail/150416004418/1.htm 

http://www.sptvjsat.com/load_pdf.php?pTb=t_news_&pRi=263&pJe=1 

問い合わせ先：一般社団法人コトの共創ラボ事務局（株式会社ゼロワンブースター） 

担当：合田ジョージ（共同代表） 

Tel：03-6435-5360 

E-Mail：info@01Booster.com 

「コトの共創ラボ」ウエブサイト： http://kotolab.org 

……………………‥‥‥‥‥・・‥‥‥‥‥………………… 

╋╋・‥…   人材育成・起業家教育の推進   …‥・╋╋ 

□■□∞∞──ゼロから 1 年で世界とイスラエルと日本の架け橋になるためにやったこと。──

∞∞□■□ 
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概要： 

ベンチャー支援家として著名な榊原さん。 

2014 年の春、40 歳にして日本と世界のベンチャー企業の架け橋になることをめざし、イスラエル

へ移住を決意します。 

ミサイルが落ちても帰国しなかった榊原さんは、いつしか本当のラストサムライと呼ばれるよう

に。 

現地のつながりを一気に拡大していき、瞬く間にイスラエルで最も多くの企業に投資を行う「イ

ンベスター&インキュベータ」としてのポジションを獲得します。 

出国時には英語がほぼ話せなかったにも関わらず、半年後には英語でロングスピーチするよう

に。 

なぜ彼は 1 年で結果を出せたのか？ 

日時：2015 年 4 月 22 日 19:00～ 

会場：株式会社 HDE 10 階オープンラウンジ(渋谷) 

費用：4000 円(懇親会費込み) 

主催：株式会社ネットスケット 

リンク先：http://www.hitoziku.com/event/282/ 

問い合わせ先：株式会社ネットスケット 柳瀬 info@netsket.com 

[email protected] �…………… 
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